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理

少しずつだけど、裕哉を感じるようになってきたよ。

でも見えないから・…・・。寂しくなる。

だけど、1日、1日、裕哉に会う日が近づいていると思うようにした。

それまで、ママは、生きるよ。

裕哉、寂しかったり、つらかったりした時は、ママを呼びに来ていいからね。

ママは、裕哉の所に行く準備はしているから。そして、ママが旅立つ時、

迎えに来てよ。もし迎えに来なくても、ママは裕哉を探し、すぐに見つける。

どんなに成長していても、声変わりしていても、ちゃんとわかる。

だって、ママの息子だもの。そして今度こそ、裕哉を守る !

どんなことをしてでも守って、もう、離さないからね。(本文より)
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